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研究内容： 

植物繊維をナノオーダーにまで解繊することにより得られるセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）は、軽量、高強度･高弾

性、低線熱膨張、耐熱性、透明性、ガスバリア性など、パルプとは異なるさまざまな特異的性質を有することから、非常

に関心度の高いバイオ系先端材料である。しかしながら、機械処理によりＣＮＦを作製する場合には、磨砕処理を 30 回

程度繰り返す必要があるため、莫大なエネルギーが必要である。そこで、磨砕処理回数を低減するＣＮＦ作製方法につ

いて検討を行った。その結果、パルプ繊維に前処理を施すことにより、２～５回程度の磨砕処理でＣＮＦを作製する技術

を見出した。これにより、製造工程における設備投資費用や製造コストの低減が可能となった。 

一方、ＣＮＦが酸素等の気体を遮断する機能、すなわちガスバリア性を有することは知られている。現在、食品等の包

装には、ガスバリア性を持つ化石資源由来のフィルム等が利用されているが、ＣＮＦのガスバリア性を活かしたガスバリ

ア紙を開発することにより、バイオマス由来のバリア包装資材への転換が可能となる。そこで、機械処理で作製したＣＮＦ

を用いて酸素を通さない紙（酸素バリアシート）の開発について検討した。その結果、ＣＮＦシート層を形成した後、紙と積

層することにより、酸素バリア性を有するシートを開発することに成功した。 

なお、四国地域におけるＣＮＦ研究を推進するために、四国ＣＮＦプラットフォームを立上げ、ＣＮＦについて理解しても

らうための技術セミナーや試作・体験実習等の啓蒙活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ セルロースナノファイバー       前処理なし  ３０パス              前処理あり  ２パス 

                                          図２ 走査型電子顕微鏡観察結果 
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